
2022年8月5日（金）　12：30～13：20

司会者：河田光司君　滝田有里さん

ソング：「君が代」「奉仕の理想」　

ニコボックス委員会：

ゲスト及びビジター： リー・カーマンさん　米山記念奨学生

■会長：奥田　法行
■幹事：市川　護
■クラブ会報：赤木禎行・辻隆士・恒川憲一・成田孝則

1．7月30日(土) 2．8月4日(木)65周年事業(SDGsを学ぼう)PR

油ケ淵水辺公園夏祭りイベント開催 

安城七夕祭り開催

8月5日(金)～7日(日）

皆さん楽しみましょう！

SDGs　　4

需要と供給のバランス？

ウナギが絶滅してしまうなら、今食べるのをやめるべきか？

奥田　法行会長■ 会長挨拶

市川　護幹事■ 幹事報告

安城ロータリークラブ

週報

例会日：毎週金曜日

例会場：碧海信用金庫本店3F 安城市御幸本町15-1

TEL：0566-75-8866     FAX：0566-74-5678

Email：anjo-rc19580206@katch.ne.jp 

HP：http://www.anjo-rc.org

■創立日：S33年1月10日

■RI加盟認証日：S33年2月6日

【 2022/8 第1例会 】

第3107回例会

1. 8/12（金）例会は、休会となります。

2. 10/27(木)・28(金) 創立65周年記念旅行を企画いたしました。ご同伴者様と一緒にご参加ください。

3. 11/12.13地区大会の案内を配布いたします。

4. 2022-23年度のガバナー月信につきましては、毎月1日に地区ホームページにアップいたします。

https://www.rotary2760.org/ にて、確認ください。

2022-23年度 ： RIテーマ

「IMAGINE ROTARY」

安城ロータリークラブ会長方針：

「チャレンジロータリー、笑顔で学ぼう」

‣ ウナギの旬は夏じゃない

‣ 2022年の土用丑の日は7月23日(土）、8月4日(木)です。

夏になると毎年、チラシやスーパーで『ウナギ』の3文字をよく見かけるようになります。猛暑を乗り切るために、土用の丑の日にちなんでウナギを食

べる方も多く見えると思いますが、本来は夏場にウナギの売り上げが下がったために、なんとかしようと鰻屋が平賀源内（1728～1780）に知恵を仰い

だのが始まりだったそうです。

【平賀源内はいまでいうとエレキテル( 静電気発生機）・本草学者、蘭学者、陶芸家・発明家と多様な顔を持つ人物です。】

‣ 『土用の丑の日』は平賀源内キャンペーンだった！【イベントプロモーター】

平賀源内は夏のウナギの売り上げを上げるために『本日は土用の丑の日で、精のつくウナギは夏を乗り切るのに最適』という看板を発端に高まった

夏のウナギの需要が、300年近く経った今でも残っているのが現代の土用の丑の日だそうです。夏のウナギはクセがなく、口当たりも軽いため万人に

受けやすいのが特徴です。それが本来の旬である冬になると脂が乗ってまた違う楽しみがあるといいます。現在は、シラスウナギを養殖するのが主

流となり、土用の丑に出荷するのを前提で生産するため、夏でも脂ののったウナギを食べることができるのです。本当は、ウナギは年間を通して楽し

める魚だったのです。

‣ 数十年前には“当たり前”河川や田んぼにたくさんのウナギが生活をしていました。今の状況から、昔存在した“当たり前”の状態に戻す必要があり

ます。

ウナギの数が減少しているのはなぜかというと、人間がウナギに悪影響をあたえているからです。悪影響とは、過剰に獲って食べることや、環境を改

変していることです。

‣ウナギが減るということは、消費スピードがウナギの増加スピードを超えているということです。需要と供給のちょうどいいバランスになれば、自然と

ウナギも増えてくるはずです。

‣ 大切なのはウナギのことを知って、美味しく大切に食べることです。

‣ 資源や環境に配慮した生産者が育てたウナギを選んでください。

出席報告者：金子　和弘君

全会員数全会員数

現在出席義務者数現在出席義務者数

本日の出席人数本日の出席人数

内出席免除者の出席人数内出席免除者の出席人数

出席率出席率 78.00%

54名

42名

38名



・米山奨学生奨学金の授与

✿　今月のお祝い

　 ◆　会員卓話

卓話者　稲垣礼子さん
テーマ「弁護士会にも委員会活動アリ　―自治維持のために意外と重要な委員会活動―」

【本日のセレモニー】

https://www.rotary2760.org/ にて、確認ください。

会員誕生日 ７名

結婚記念日 ２組




